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１．評価者の指摘及び提言概要 

現在得られる脳卒中発症や死亡に関するデータおよび大気の PM2.5 関連の測定データ

の収集は十分行われ、それに基づく解析から貴重な知見が得られたと考えられる。一方

で、多くの課題が明らかとなっている。10μg/m3当たりのリスクの増加は解析されている

が、現在の我が国の環境基準以下の濃度でも影響が認められるのかを明らかにする解析

があれば、さらに有用なデータとなる。また、今後は成分分析のなかで、重金属の成分

も含めたデータ分析を行えるようなビッグデータの蓄積に期待する。 

 

２．評点 

総合評点：Ａ 

 


